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市の人ロ

（昭和62年5月1日現在）

世帯数十54，923世帯イ前月比396世帯増）

170，247人（前月比445人増）

84，396人

85，851人

人口

男
女

ストップ・ザ死亡事故

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
今
年
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日

ま
で
の
宇
治
市
内
で
の
交
通
事
故
発
生
一

―

1

1

1

1

1

―
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

―
―
－
－
―
―
―
―
―
―
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
－
―
Ｓ
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
－
1
1
1
1
一
四
一

六
人
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
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事
故
原
因
も
無
免
許
、
飲
酒
、

速
度
の

卜
市
役
所
庁
舎
前
の
庭
園
で
新
茶
を
摘
む

池
本
市
長
（
5
月
8
日
）

齢
者
の
死
亡
が
一
人
な
芦
か
特
徴

的
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
特
に

飲
酒
運
転
と
速
度
の
出
し
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
杯
だ
け
…
が

事
故
の
も
と

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
見
た
目
に
は

酔
っ
た
ぷ
コ
に
見
え
な
く
て
も
、

既
に
自
制
心
や
判
断
力
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
ア
ル

コ
ー
ル
の
冦
険
な
落
と
し
〔

が
あ
り
ま
す
。

「
ビ
ー
ル
一
杯
ぐ
ら
い
な
ら
夭

丈
夫
」
と
か
、
「
自
分
は
、
お
酒

に
強
い
か
ら
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
事

道
路
交
通
法
で
は
、
笙
八
十

五
条
で
酒
気
帯
び
運
転
盈
ｍ

す
る
と
共
に
、
酒
気
帯
び
運
転

客
葛
恐
れ
が
あ
る
人
に
酒
類

か
す
す
め
て
は
な
ら
な
い
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

酒
に
酔
っ
た
状
態
で
車
を
運

撃
右
ば
、
二
年
以
下
の
懲
役

よ

た
、
検
出
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
血

液
て
’
ｉ。

：
ｒ
＼
’
＾
ト
ル
に
つ
東
）
・

五
、
ｆ
グ
ラ
ム
以
上
、
ま
た
は
呼

懇
リ
″
ト
ル
に
つ
き
〇
・
二

五
、
ｆ
グ
ラ
ム
以
上
の
時
は
、
三

故
之
起
こ
さ
な
い
」
’
と
い
っ
た
軽

い
気
持
ち
で
の
一
杯
の
酒
が
、
悲

・
惨
な
事
故
を
引
見
と
し
、
あ
な

た
の
幸
福
な
家
庭
を
壊
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

ま
た
、
飲
ん
で
運
転
す
る
人
だ

け
で
な
く
、
飲
ま
せ
る
人
も
責
任

は
重
大
で
す
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
。
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
飲

ま
せ
な
い
」
と
り
昌
痔
を
お
互

が
忘
れ
ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
、
乗
せ
な
い
を
心
掛
け
る

こ
と
で
、
飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

（
交
通
労
政
課
）

力
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
．

す
．前

記
の
検
出
ア
ル
マ
ー
ル
量

と
は
、
一
般
的
に
日
本
酒
（
「

級
」
の
場
合
で
二
百
に
、
ビ
～

ル
の
場
合
で
七
百
六
十
に
、
ウ
．

イ
ス
キ
ー
（
四
十
度
）
で
八
十
に

を
二
十
上
二
十
分
で
飲
ん
で
、
一

三
Ｔ
六
十
分
後
0
状
態
を
い
．

い
未
了
．

め
た
い
も
の
で
す

初
夏
の
香
り

漂
う
…

「
宇
治
は
茶
ど
こ
ろ
八
十

八
夜
、
町
も
流
れ
も
新
茶
の

か
お
り
…
…
」

宇
治
茶
は
七
百
七
十
年
余

り
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
ふ

る
さ
と
産
業
と
し
て
広
く
全

国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
夏
の
香
り
を
伝
え
る
新

茶
摘
み
は
、
今
が
真
っ
盛
り

で
す
。

摘
ま
れ
た
生
葉
は
、
早
速

加
工
さ
れ
、
早
く
も
宇
治
新

茶
と
し
て
店
頭
に
出
回
っ
て

い
ま
す
。
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し
過
ぎ
な
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悪
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も
の
が
多
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よ
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で
す
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だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な

が

飲

ん

い

ゝつ

○

▲一杯の酒が幸福な家庭の破壊を

招く（宇治警察署提供）……
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今
年
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十

日
ま
で
の
宇
治
市
内
で
の
交
通
事

に
増
加
し
て
い
毒
了
。
。

故
発
生
状
況
は
、
発
生
件
数
二
戸

七
十
三
件
、
死
者
は
五
人
、
負
傷

者
は
三
百
四
十
六
人
と
な
づ
て
い
。

康
ｙ
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
同
時
期
’

に
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
型
〈
幅

・
最
近
の
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、
｝

無
免
許
、
飲
酒
、
著
し
い
速
度
違
一

反
な
及
悪
質
無
謀
運
転
に
起
因

す
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
す
。
宣

た
、
市
内
で
の
死
亡
事
故
を
見

Ｉ
ｉ
゛
゛
Ｌ
ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
』
一

ｙ
Ｉ
’
～
Ｊ
4
Ｉ
Ｃ
に
」
、
ｊ
ｎ
／
＆
に
7
心
常
｝
―
』
こ
一

人
、
国
道

2 4
号
線
大
久
保
バ
イ
パ
ー

て
み
る
と
、
国
道
2
4
号
線
で
三

ス
で
一
人
の
計
四
人
が
国
道
で
死

亡
し
て
い
る
こ
と
。
歩
行
者
が
横

断
中
や
歩
行
中
に
は
ね
ら
れ
る
事

故
で
二
人
、
そ
の
外
は
二
輪
車

事
故
と
い
う
人
対
車
輛
型
が
多
発

し
て
い
る
こ
と
。
’
午
後
十
時
か
ら

翌
朝
午
前
五
時
に
か
け
て
の
、
交

通
量
閑
散
時
間
帯
の
発
生
が
五
件

で
あ
る
こ
と
。
六
十
歳
以
上
の
高

交通事故発生状況（宇治市内）

1ハ～4／30までの状況 昨年比

交通事故発生件数 273件

ゝ－－

＋9

死者数 5人 十2

負傷者数 346人 ＋24

飲めば苦い酒の味

飲酒運転とその罰

市
の
人
口
1
7
万
人

に

浜
畑
佑
章
ち
ゃ
ん
に

認
証
盾

浜
畑
佑
章
ち
ゃ
ん
と
家
族

さ
る
四
月
十
四
日
、
宇
治
市
の

人
口
が
十
七
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

十
七
万
人
目
の
市
民
は
、
四
月

四
日
に
京
都
市
伏
見
区
の
産
婦
人

科
医
院
で
生
ま
れ
た
菟
道
丸
山
＝

浜
畑
繁
利
さ
ん
（
二
十
九
歳
）
と
祐

美
さ
ん
（
二
十
八
歳
）
夫
妻
の
二

男
佑
章
ち
ゃ
ん
。

市
で
は
五
月
十
三
日
、
浜
畑
さ

ん
夫
妻
や
長
男
宏
章
ち
ゃ
ん
（
二

歳
）
を
市
長
応
接
室
に
招
い
て
、

池
本
市
長
か
ら
「
あ
な
た
は
十
七

万
人
目
の
宇
治
市
民
で
あ
る
こ
と

を
認
証
Ｌ
笙
す
』
と
書
い
た
ク
リ

ス
タ
ル
製
の
認
証
盾
と
記
念
品
を

贈
り
、
「
お
め
で
と
う
。
将
来
立
派

な
市
民
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
福
し
ま
し
た
。

宇
治
市
は
昭
和
二
土
〈
年
三
月

一
日
、
宇
治
町
・
東
早
治
町
・
小

倉
村
・
横
島
村
・
大
久
保
村
の
二

町
三
村
が
合
併
し
て
発
足
し
ま
し
、

た
。
当
時
の
人
口
は
三
万
八
千
二

百
三
十
一
人
、
世
帯
数
は
七
千
九

百
十
三
世
帯
で
し
た
が
、
市
制
施

行
か
ら
三
土
（
年
め
に
十
七
万
人

を
突
破
し
、
人
口
は
四
・
五
倍
、

世
帯
数
は
約
六
・
八
倍
に
も
増
え

た
こ
と
に
な
り
康
司

市
で
は
今
後
も
、
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
町
づ
く
り
に
’
一

層
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

茶つみ真っ盛り

飲酒運転を追放し

よう

展
覧
会
の
開
催

宇
治
愛
石
仝

水
石
展

一
杯
だ
け
…
が

事
故
の
も
と

第
3
回
宇
治

野
外
彫
刻
展



春の山野草・園芸植物展

5月23・24日に開催

日
本
脳
炎
予
防
接
種

5
月
2
5
日
か
ら

五
月
二
十
五
日
側
か
ら
日
本

脳
炎
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
対
象
と
接
種
方
法

Ｏ
初
回
・
：
3
歳
以
上
6
歳
未

春
の
山
野
草
・
園
芸
植
物
展

を
、
五
月
二
十
三
日
切
・
二
十
四

日
㈲
に
開
き
ま
す
。
か
れ
ん
な
山

野
草
や
美
し
い
園
芸
植
物
を
観
賞

し
、
安
ら
ぎ
と
触
れ
合
い
を
満
喫

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
二
十
四

日
㈲
に
は
、
お
茶
席
も
開
席
し
ま

す
。

同
展
は
、
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

の
第
一
部
と
し
て
、
実
行
委
員
会

と
木
幡
公
民
館
と
の
共
催
で
開
催
。

地
域
に
根
ざ
し
た
公
民
館
活
動
の

発
表
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

▲山野草などを観賞する市民（昨年の同展）

満
で
今
年
初
め
て
接
種
す
る

幼
児
＝
Ｉ
週
間
～
2
週
間
の

間
隔
で
2
回
接
種
。

○
追
加
・
：
昨
年
初
回
（
2
回
）

を
接
種
し
て
い
る
幼
児
＝
1

回
接
種
。

▼
日
程
・
会
場

昭
和
6
2
年
度
版
「
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

歯
の
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
：
5
月
3
0
日
出
、
午

前
1
0
時
～
1
1
一
時
半
と
午
後
1
時

春の山野草・園芸植物展の日程表

日時 内容

5／23出

5／24ｆｌｌ）

午前9時～午後4時

山野草

園芸植物などの展示

5／24（川）｀・午ｌｉｉｊｉｏ時～午後3時
ぉ茶席（一席200円）

お
知
ら
せ

母
子
家
庭
に
奨
学
金

毎
年
度
申
請
を

府
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
母

子
家
庭
奨
学
金
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
対
季
：
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
（
既
に
京
都
府
の
他
の
奨
学

金
受
給
者
は
除
く
）
▼
支
給
額
（
年

額
）
…
乳
幼
児
＝
八
千
円
、
小
学

生
上
万
五
千
円
、
中
学
生
＝
三

万
円
、
高
校
生
＝
四
万
五
千
円
▼

申
請
…
所
定
の
申
請
用
紙
で
福
祉

課
へ
。
4
月
1
日
現
在
で
母
子
家

庭
の
人
は
、
5
月
末
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
圭
だ
4
月
2
日

以
降
母
子
家
庭
に
な
っ
た
人
、
あ

る
い
は
6
月
1
日
以
降
に
申
請
し

た
人
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支

～
2
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
市
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
向
か

い
側
）
▼
内
容
…
歯
の
検
診
や

歯
磨
き
指
導
、
フ
ツ
素
塗
布
の

外
、
パ
ネ
ル
展
示
や
人
形
劇
な

ど
▼
主
催
・
：
府
歯
科
医
師
会
・

宇
治
市
。

楽
し
み
な
が
ら
歯
の
大
切
さ

を
学
び
4
司
ご
家
族
で
ぜ
ひ

ご
来
場
を
。
ま
た
、
歯
科
検
診

車
「
歯
の
ひ
ろ
ば
号
」
で
成
人

の
歯
科
相
談
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

難
病
相
談

難
病
患
者
と
そ
の
家
族
を
対

お買い

物のめ

やす消

費者物

価20

（50

月分）

この公表価格は、5月初めに実施した消費生活モニター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

ＩＩ迄卜 川恪
ｔ－均価格

仙格状況 雌鳥ｌｉｌ｜格詣｜痢1月比町面1年比

川川
ＩＫ目，リ頭

円784 ｒｊｒ／0．5

▲34．1
円920 川684

1≪り達 818 1．（1▲34．2卵0 750

力■ノリｚ レギュラー1！’硯．＊：売り・
127 1．6▲4．5 129 120

ティ・シュ ．1011ｔｉ人1ｉｆｉナりネクス・スコ子ｚ

144 ▲4．11▲6．5
11）598

台叫川ラップ叶ランラ，フ3り（ｍｘ2山ｎ，213
▲2．3 ■ｌ．・｜240 98

アルミホイル25・ｎ1×8111 161 0．6▲2．4188 98

シャンプー 液休ホ’ＩＶμ；22ｎ（（（ＥＩ－：エ・，センンャ・レ229 ▲0．4▲0．4238 200

洗）！！≫】粉町けん2．4、μ 847 ▲0．2 ▲1．：！ＶＩ58510

宇肉 すき焼Ｉｌｌ中程度ＩＩＩＩＩμ380 5．810，5486 280

飛さけ 切身1（Ｏｇ ：）ｏｚ8．2 0．；）453 128

バレイショ 男爵田収
■34 88．921．Ｊ78 19

キャベツ巾｜ｉ約ＩＩ、μ218 52．421．135≪ 130

鳴卯
Ｍサイかヽ．タ人ｌＯＰ

145 ▲10．5▲35．6 178 98

食ＩＮ油
日；ｉ’（サラダ油
Ｉｔ：’）容器入1000ｃ448 Ａ7．2▲13．2 558 248

しよう油
キ．・コーマン濃口ポリ容器人ｌ『

257 1．2▲12、6 3；ｗ198

砂蛸 ト．ｌ’ｌ1ＩヽＲ246 Ａ1．6 Ａ6．1 278 228

小＞ｉ粉日沁小ｍ粉フラワー1Ｉ＜Ｋ・．薄力粉）■190 ▲5．0▲8．7
228 13≫

インスタントコーヒーネスカフェエクセラ厭人150ｉ：・931・
▲7．5▲12．3 9邨 890

みそ タヶヤミソｌｌヽ≪ 342 3．3▲1．2 398 278

食ハ’ン片一通1Ｗ1ｌｌ’ｌｇスライスしたもの）154 ▲6．1▲8．9170 128

沈濯代 ワイシャツ自の長そで146 ▲11．0▲9．3200 100
▲印は減

乍
か
ら
示
示
封
あ
ま
り
巌
の
こ

と
ヽ
家
君
と
い
う
言
言
こ
ろ
に

Ｆ
が
は
が
釦
膨
に
み
ま
わ
れ
ま
し

ぺ
た
ま
り
か
ね
た
衣
陰
の
心
び

と
が
ヽ
宦
拠
（
折
し
昏
り
の
剱
紋

が
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
こ
と
）

を
要
ぶ
し
て
べ
肺
を
お
こ
し
た
の

も
こ
の
こ
ろ
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
ぶ
飲
た
っ
た
が
仁
ご

封
二

木こ

幡2

一
四
六
八
）
皿
彫
か
っ
て

に
蔵
を
む
す
ｙ
、
他
言
球

を
臣
の
か
た
り
に
影
た
こ
と
の
あ

る
ひ
と
り
の
肺
が
ヽ
奈
び
参
囃
の

烈
を
説
れ
ま
し
た
ｌ
就
訃
で
は
か

鼻を

そがれた女

－て二ここ＿シノヽ二二匹、＝．

ご乙”｀．‾‾”‾7’｀、

し
と
う
ぐ
ん
せ
い
ぐ
ん
わ
か
士
た
ち
が
東
軍
と
西
軍
に
分
れ
て

戦
争
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
こ
ろ
、
木
幡
の
里
は
ま
だ
ひ
っ

そ
り
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
僧
は
、
恐
し
い

話
を
聞
き
ま
し
た
。
昨
日
、
鼻
を

そ
が
れ
た
試
が
や
っ
て
き
て
枇
の

子
を
さ
。
ら
い
、
子
供
の
鼻
を
そ
い

こ
ど
も
な
ご
え
お
と
ろ
だ
の
で
す
。
子
供
の
泣
き
声
に
驚

、
お
や
む
ら
び
と
お
ん
’
『
’
お
い
た
親
や
村
人
が
、
女
を
追
い
か

け
て
捕
え
ま
し
た
。
す
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
、
女
は
子
供
か
ら
そ
い
だ

心
さ
な
胆
を
ヽ
岨
折
に
く
っ
つ
け

よ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
ど
も
ち
ら
お
や
お
ん
な
は
な
子
供
の
父
親
は
女
か
ら
鼻
を
う

⑥

ば
い
と
り
、
わ
が
そ
に
つ
け
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
4
甜
し
て
い
て

つ
き
ま
せ
ん
。
位
布
な
く
「
か
せ
」

の
よ
う
な
も
の
で
つ
な
ぎ
と
め
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

難
を
そ
が
れ
た
斑
は
ヽ
封
か
が

㈲
め
ら
れ
な
か
っ
た
ば
っ
か
り
に
て

難
そ
ぎ
の
煎
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
・
石
釦
を
が
っ
て
も
ヽ
匝
永

の
な
く
し
た
剔
が
訳
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
、
影
さ
か
い
も
な
く
。
か

載
い
麗
の
難
を
そ
い
で
し
ま
い

ま
し
た
。

鬘
は
根
だ
か
ら
称
罪
を
を
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
°

’
＾
は
私
樹

出
の
あ
た
り
の
聯
「
澱
素
」
に
お

め
ら
れ
ま
し
た
。

難
を
ず
に
彩
を
独
し
て
し
ま

っ
言
バ
の
ぎ
そ
の
似
の
た
め

に
釧
を
う
ば
わ
れ
た
ぺ
か
の
加
嬉

が
を
然
し
て
し
ま
っ
た
枇
訂
た

ち
…
…
一
＾

‘
」
゛
1
こ
の
話
を
聞
い
た
僧
は
、
「
こ

れ
が
お
盈
い
に
儲
し
ヽ
私
い
あ

う
ｔ
の
訟
な
の
か
」
と
、
た
め
い

き
を
つ
き
ま
し
た
。
時
は
ま
さ
に

か
づ
の
男
や
が
て
和
喫
の
烈
に

も
獣
乱
の
滋
が
お
し
を
せ
て
く
る

の
で
し
た
。
（
歴
史
資
料
館
）

730

給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
昨
年
度
受
け
て
い
た
人
も
新

た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

交
通
遺
児
に
奨
学
金

府
で
は
、
交
通
事
故
で
親
等
を

失
っ
た
乳
幼
児
や
児
童
・
生
徒
に

対
し
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
・
：
今
回
は
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
が
対
象
▼
支
給
額

（
年
額
）
・
・
・
小
学
生
上
万
五
千

円
、
中
学
生
上
二
万
円
、
高
校
生

ａ
四
万
五
千
円
▼
申
請
…
5
月
2
7

日
困
ま
で
に
交
通
労
政
課
（
ａ
⑥

3
1
4
1
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

お
は
な
し
会

▼
と
き
・
：
5
月
2
7
日
市
、
午
後

象
に
、
医
療
や
生
活
管
理
に
つ

い
て
の
相
談
・
指
導
・
助
言
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
：
6
月
2
日
吻
、
午

後
1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
保
健
所
▼
対
象
…
宇
治
保

健
所
管
内
に
住
む
、
難
『
該
当

者
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、

家
族
（
医
療
給
付
の
有
無
は
問

わ
な
い
）
▼
講
師
・
：
国
立
療
養

所
宇
多
野
病
院
院
長
、
西
谷
裕

さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
5
月
2
8
日

困
ま
で
に
宇
治
保
健
所
（
萱
尹

2
1
9
1
）
へ
▼
主
催
・
：
宇
治

保
健
所
。

（
宇
治
保
健
所
）

3
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象

・
：
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
児
童

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：

当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

す
：
中
央
図
書
館
（
萱
⑩
1
5
1

1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

寝
た
き
り
老
人

介
護
者
の
会
総
会
ゝ

「
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
（
家

族
）
の
今
は
、
昨
年
九
月
に
発
足
。

保
健
所
な
ど
専
門
的
立
場
か
ら
の

指
導
助
言
を
は
じ
め
、
介
護
に
際

し
て
の
苦
労
や
悩
み
、
心
配
ご
と

な
ど
を
互
い
に
話
に
Ｘ
に
い
ま
す
。

ま
だ
入
会
し
て
い
な
い
人
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

▼
と
き
・
：
5
月
2
4
日
間
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合

福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
①
新
年
度
総

会
了
時
間
）
②
講
演
「
介
護
者
の

よ
ろ
こ
び
と
つ
ら
さ
～
体
験
を
通

し
て
～
」
ｌ
同
志
社
大
学
教
授
・
住

谷
磐
さ
ん
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
社
会

福
祉
協
議
会
（
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

当
日
、
会
場
ま
で
の
送
迎
有
り
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

歴
史
資
料
館
で
は

昔
の
文
具
探
し
て
い
ま
す

歴
史
資
料
館
で
は
、
小
学
校
生

活
の
古
い
資
料
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
以
降
、
昭
和
三
十
年

ご
ろ
ま
で
の
学
校
生
活
で
使
っ
た

も
の
、
例
え
ば
、
か
ば
ん
・
文
具
・

教
科
書
・
弁
当
箱
・
通
学
服
や
写

真
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
る
人
が

お
ら
航
ま
し
た
ら
、
歴
史
資
料
館

（
ａ
⑩
1
3
1
工
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
歴
史
資
料
館
）

市
政
概
要
講
座

潤
い
と
実
り
豊
か
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
、
行
政
の
役
割
と
施

策
が
私
た
ち
に
ど
の
ふ
つ
に
役
立

っ
て
い
る
か
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き
…
5
月
2
9
日
廊
、
午
前

1
0
時
Ａ
1
1
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野

公
民
館
▼
テ
ー
マ
・
：
議
会
は
何
を

す
る
と
こ
今
・
▼
講
師
・
：
議
会
事

務
局
職
員
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の

市
民
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、
直
接

会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
広
野
公

民
館
（
酋
⑥
7
4
5
0
）
へ
。

（
広
野
公
民
館
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
：
5
月
3
1
日
㈲
、
午
前

9
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
南
部
小

学
校
▼
内
容
…
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▼
参

加
費
…
無
料
▼
申
し
込
み
：
当
日
、

直
接
会
場
へ
。
吊
民
体
育
課
）

婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
・
：
6
月
2
日
㈹
～
2
6
日

幽
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、
全
8
回
。

い
ず
れ
も
午
後
7
時
半
～
9
時
半

▼
と
こ
ろ
・
：
岡
屋
小
学
校
▼
内
容

・
：
リ
ズ
ム
体
操
、
ジ
ャ
ズ
体
操
、
軽

球
技
、
ス
ト
レ
″
チ
体
操
▼
対
象
・

定
員
・
：
婦
人
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
市
民

烋
月
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

広
野
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
使
用
の
登
録

広
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
照

明
設
備
を
備
え
、
夜
間
も
使
用
出

来
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

’
▼
利
用
期
間
・
：
4
月
1
日
八
1
1

月
3
0
日
（
時
間
は
午
後
6
時
半
～

9
時
半
）
▼
照
度
・
：
平
均

1
5
0
ル
ク

ス
▼
対
象
…
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
の
団
体
▼
使
用
料
：
3
0
分
に

付
き
千
円
▼
登
録
受
け
付
け
…
利

用
ご
希
望
の
登
録
手
続
良
か
済
ん

で
い
な
い
団
体
は
、
5
月
2
8
日
出

ま
で
に
広
野
中
学
校
体
育
施
設
開

放
運
営
委
員
会
（
広
野
中
学
校
内
）

へ
登
録
を
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
広
野

中
学
校
（
酋
㈲
3
8
6
6
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

社
会
教
育
研
究
集
会

記
録
冊
子
を
頒
布

昭
和
六
十
二
年
二
月
十
五
日
に

開
か
れ
た
、
社
会
教
育
研
究
集
会

の
記
録
冊
子
が
出
来
ま
し
た
。

ご
希
望
の
人
は
、
社
会
教
育
課

（
き
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

ま
た
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

会
館
に
も
置
い
て
い
毒
1
の
で
、

ご
利
用
を
。
（
社
会
教
育
課
）

一
一
ｉ
Ｉ
・
ふ
・
・
『
・
一
ａ
ｒ
・
・
ｊ
・
一
手
、
｀
・
ふ
る
さ
と
む
か
し
話

保健予防のお知

らせ

木
幡
公
民
館
ま
つ
り
第
Ｉ
部


	page1
	page2

